
第２号様式（第２条関係）  

令和７年  月  日  

 世田谷区長 あて 

世田谷区農業委員会委員応募申込書 

 

氏   名 

（ ふ り が な ）  せ た が や  た ろ う  性  別 

世田谷 太郎      ○印  男 ・ 女 

住  所 

〒 154－ 0004 

世田谷区太子堂○－○－○ 

職  業 

農業 

生年月日 昭和○○年○○月○○日生（満○○歳） 

連 絡 先 電話番号  ○○（○○○○）○○○○ 

経  歴  

（ 経 歴 を 具 体 的 に ご 記 入 く だ さ い 。ま た 、行 政 委 員・審 議 会 委 員 等 の 経 歴 が あ れ ば ご 記 入 く だ さ い 。） 

昭和○○年～昭和○○年 ○○大学在学  

昭和○○年～昭和○○年 ○○会社勤務  

平成○○年～平成○○年 世田谷農業塾生  

平成○○年～      農業  

平成○○年～平成○○年 ○○農業協同組合役員  

令和○○年～      ○○委員在任 

農業経営の状況 
または 

農業に関する 
経験・活動等 

（ 農 地 面 積 、 主 な 耕 作 品 目 、 営 農 歴 、 年 間 農 業 従 事 日 数 、 農 業 従 事 者 数 、 農 業 経 営 の 方 針 等 を 具 体

的 に 記 入 し て く だ さ い 。 農 地 を 所 有 し て い な い 場 合 は 、 農 業 と の 関 わ り に つ い て （ 農 業 系 統 の 職 務

に 携 わ っ て い た 、 農 業 系 の 学 校 で 指 導 す る 立 場 に あ っ た 等 ） 記 入 し て く だ さ い 。 ）  

農地面積：区内約○○○㎡、区外約○○○㎡  

主な耕作品目：トマト、ナス、キュウリ、ダイコン、ジャガ
イモ等多品目を栽培  

営農歴：２０年  

年間農業従事日数：概ね３００日  

農業従事者：３人（本人、妻、子１人）  

農業経営の方針：採れた野菜は、庭先販売及びファーマーズ
センターに出荷している。今後は、学校給食にも積極的に出
荷していきたい。  

認定・認証農業者  

の有無  
認定農業者  ・  認証農業者  

応募の理由 

 

○○年にわたり農業に精力的に従事している。長年培った農
業経験を活かし、世田谷区の農地保全、農業の発展に貢献が
出来たらと思い、今回応募した。  

（２００字程度でご記入ください。ワードで作成する場合は、
枠を広げても結構です。）  

 

承諾事項  

・ 農 業 委 員 会 等 に 関する 法 律 第 ８ 条 第 ４ 項の各 号 に 規 定 す る 資 格の該 当

有 無 に つい て 調査 す るこ と に 同意 し ます 。 ✔ （ 枠 内 に✔を して く ださ

い。）  

【備考】  

１ 枠内に記入しきれない場合は、「別紙のとおり」と表記し、別紙（様式は任意）

を作成して添付してください。  

２ 提出された応募申込書は返却いたしません。  

３ 応募申込書に記入された事項については、農業委員会等に関する法律施行規則（昭

和２６年農林省令第２３号）第６条の規定により住所、生年月日、連絡先及び承諾

事項を除いて全て公表となります。  

【農業委員会等に関する法律第８条第４項（抜粋）】 

次の各号のいずれかに該当する者は、委員となることができない。 

１ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

２ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで又はその執行を受けることが

なくなるまでの者 

 

日 中 連 絡 先 （ 携 帯 番 号 等 ） を ご 記 入 く だ さ い 。  

記 入 内 容 に つ い て 、 問 い 合 わ せ さ せ て い た だ く こ と が あ り ま す 。  

提 出 日 現 在 の 年 齢 を ご 記 入 く

だ さ い 。  

経 歴 の う ち 、 大 学 在 学 ・ 会 社 勤 務 は 公 表 の 対 象 外 と な り ま す 。  

記入例 

農 業 経 営 の 状 況 の う ち 、農 地 面 積・農 業 従 事 者 内 訳 は 公 表 の 対 象 外 と な り ま す 。 


